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１．はじめに 
 広島工業大学は、EROS-A1、LANDSAT-7 衛星に加えて、
ENVISAT-1 衛星搭載の ASAR データの直接受信処理を開始
した。これまでの光学センサデータとは異なり、ASAR 
(Advanced Synthetic Aperture Radar)は、昼夜、天候を問わ
ず観測が可能である全天候性が最大の強みである。 
これにより、災害や環境変動の状況をこれまで以上にリア

ルタイムで受信、画像生成、解析できるシステム首尾一貫し

た開発に向けて前進した。ここでは、日本で初めて直接受信

された ENVISAT-1/ASAR データとその利用について報告す
る。 
２．使用データおよび対象地域 
 本研究では、中国北京市周辺および上海市周辺を対象とし、

Table.1 と 2 に示す衛星画像データを使用した。ENVISAT-1
衛星および ASARセンサの諸元を Table.3と 4に示す。 
３．データフュージョン処理 
 データフュージョンのための前処理としては、ASAR 画像
を基準画像として、ETM+画像(R:G:B=4:3:2)との画像間での
標定処理を行い、空間分解能が ASAR 画像と同じになるように、キュービ
ック内挿処理を行った。本研究では、北京を対象とした場合では、ASAR画
像が Image Mode、Level1 Product Typeが GECであるため、空間分解能
30m、上海を対象とした場合ではWide Swath Mode、Level1 Product Type
がMEDであるため、空間分解能 150mとなるように内挿処理を行った。 
次に、RGB-HIS変換により H(Hue)、S(Saturation)に ETM+の Band4、

3、I(Intensity)に ASAR データを割り当てた画像融合処理を施し、ナチュ
ラルカラー合成画像を生成した。 
４．画像判読 
 Fig.7 は北京市を対象とした、Fig.8 は上海市を対象とした ENVISAT-1/ 
ASAR と ETM+の融合処理結果である。赤色が強くなるほど土地の起伏が
激しい場所であり、緑色で表される場所が平坦な場所である。また、ETM+
のスペクトル特性との関係から土地被覆の状況を識別できるものと考えら

れる。 
５．まとめ 
 本研究では、ENVISAT-1/ASARデータの日本での初受信画像の生成なら
びに ENVISAT-1/ASARデータと LANDSAT-7/ETM+のマルチスペクトルデータとのデータフュージョン処理に
よる画像生成を行い、画像判読のための利用可能性について検討を行った。ENVISAT-1/ASARデータと従来のマ
ルチスペクトルデータを融合処理することにより、それぞれのデータ特性を生かした画像判読が可能であること

を確認することができた。 
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Table.1 Satellite Data（Beijing） 

Table.2 Satellite Data（Shanghai） 

Table.3 ENVISAT-1 Specification 

Table.4 ENVISAT-1/ASAR Specification 

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-471-

4-236



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 ENVISAT/ASAR Fig.3 ENVISAT/ASAR Fig.2 TERRA/MODIS Fig.4 NOAA-17/AVHRR 

Fig.5 LANDSAT-7/ETM+ image (Beijing) Fig.6 LANDSAT-7/ETM+ image (Shanghai) 

Fig.7 Fusion-process image of ASAR and ETM+ Fig.8 Fusion-process image of ASAR and ETM+ 

(Beijing) (Shanghai) 

Beijing 
Shanghai 

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-472-

4-236


